
可変的に大島に溶け込む交流拠点施設

　島民と観光客それぞれにとっての憩

いの場であり、交流の場となる当施設

は、海に向かう大屋根のあずまやのよ

うな、人々を招き、包み込むおおらか

な空間を目指しました。

　交流スペース上部屋根は、海側へ

の開口を大きすることによる眺望へ

の配慮と同時に、海やフェリーで訪

れる来島者に対して開かれたイメー

ジの形状とするために、海側に登る

片流れ屋根としました。

　また、シンプルな片流れ屋根であ

りながら、大きく特異な大屋根の木

軸建物とすることは、大島への調和

と、来島者をむかえるシンボルとし

ての両方の機能を実現します。

　交流スペースは、季節や時間帯、

様々なアクティビティに対応出来る

ように整形な大空間とし、外周と内

部間仕切りともに木製引戸による可

変的なプランニングとしました。

　季節や時間帯に応じて様々に様相

を替えるこの施設では、常に大島の

自然や空気、時間と一体的な空間が

形成されます。大島に溶け込むこの

施設は、多くの人々に、大島とのよ

り濃密な触れ合いを提供します。

　例えば、中間期には、大きく開い

たオープンテラスが待合室となりま

す。夏季や冬季には、木製構成材に

包まれたあたたかみのある交流ス

ペースが形成されます。イベント時

には、海に向かう大舞台として、3

周が開放されます。

　言わば、海を臨むあずまやからガ

ラス帳壁による密閉空間までを段階

的に変化する空間が形成されます。

おおらかな憩いの空間

海に開き人々を招く新たなシンボル

変化する交流スペース
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